第26回　施設処遇検討会議　議事録

H19.10.8　13:30～15:30

青山荘地域交流室

　　　　　　　　　　出席者：秋山S.G.M・清水S.G.M・佐々木・小坂・小松・山田・原・山口・三浦・馬渡

（欠席者：千葉C.E.O・長谷部A.O.M）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 記　録：原

議題

１：山田　健次　様　（青明舎利用者様）の処遇について

２：伊藤　雄一　様　（青山荘入所者様）の処遇について

３：岩城　敏夫　様　（青風荘入所者様）の処遇について

１：山田　健次　様　（青明舎利用者様）の処遇について

病名：統合失調症

　＜問題点＞

・現在ナイトケアに通所出来ていない。

・（幸房が新体系に移行するに当り本人が他のサービス利用の検討を行う必要がある）

介入方法→・本人と話し合い本人の実際の生活状況（食事状況・入浴状況・金銭状況）を知る為や本人の年齢も考慮した上で訪問を行う。

（その上で本人のニーズを探る。）

・ナイトケア、うみねこ幸房、外来での情報共有を行い統括的なアプローチを行う。

・ナイトケアに通所していない事から、現在の本人の生活リズム、食事面を考慮し、デイケアのサービス利用を本人に提案する。（その際に本人と面談を密に行い信頼関係を築いておく必要がある。）

・本人の兄夫婦や甥夫婦と連絡をとり、本人のデイケア利用の提案をする。
＜評価＞

　平成6年8月からうみねこ幸房利用しており、週五日（月～金）毎日バスを利用して通っている。幸房は長い間通っており、本人は自分の居場所と感じている様子である。ナイトケアへは通っておらず、膝が痛い、終わる頃には暗くなって帰るのが大変と理由をつけて休んでいる。幸房が新体系に移行するにあたり、対象外となるのは明らかである為、今後、青明舎としてどう関わっていくのか、関わり方次第でどうフォローしていくのか考えなければならない。その為にも、訪問を行い本人と直接的に関わり本人の状態を確認する必要がある。3ヶ月を目途に支援していく。

２：伊藤　雄一　様　（青山荘入所者様）の処遇について

　　病名：統合失調症

　＜問題点＞

・うみねこ幸房への利用希望

・デイケアプログラム内容と本人の希望がそぐわなず、通所目的を見い出せない

・介入方法→うみねこ幸房を見学し、幸房利用希望理由・目的を明確にするとともに、短期目標を再設定する。

・うみねこ幸房利用について、本人の能力とも照らし合わせながら、デイケア、外来、主治医と検討する。

・デイケアへ「目的・実行・結果」が見えるようなプログラムの検討をお願いするとともに個別支援として青山荘でも日中活動のプログラムを用意する。

＜評価＞

　以前に比べ、対人交流が多くなっている。青山荘入所から1年が経ち、振り返りを行うと「自分は知識だけの人間、周りに合わせて演技していただけだった。人には感情・心があると思った。相手のことを考えられるようになり、普通の人間になったと思う。青山荘に入所して良かった」と話している。就労に関して本人はうみねこ幸房に通って見たいと話す為、本人と面談をして希望があればうみねこ幸房の見学を行う。今後は睡眠状況の確認を行う必要がある。

３：岩城　敏夫　様　（青風荘入所者様）の処遇について

　　病名：統合失調症　　　　　　　　　　合併症：心房細動

　＜問題点＞

①身の回りの整理が出来ず、部屋が乱雑になっている事がある。また物を増やす傾向がある。

介入方法→・定期的にスタッフが介入して整理整頓を行ない、何年も使用していない物は廃棄を促す。

・古い絵などは家族に家に持って行って貰う。

・購入する場合は置き場所があるのか、本当に必要な物か再考して頂く。

②物忘れや置き忘れが度々あり、その事で妄想発言が聞かれたり、被害的になったりする。

介入方法→・使おうと思って手にしているが、別な物が眼に付くとその事に集中してしまう為、何処に置いたか分からなくなる事から、今やろうとしている事を優先させるよう習慣づける。

・物を置く場所の定位置を決める。

・使った物は元の場所に戻す習慣をつける。

③話題の逸脱や状況を考えずに一方的に話す等、コミュニケーションに乏しい為、トラブルの原因になる。

介入方法→・妄想発言に関しては否定も肯定もせず、固有の主張としてまとめる。

・趣味の話題を一方的にする場合はある程度聞き、トラブルにならないように対応する。

・話題が飛んだりする時はその都度、今何の話しをしているか確認しながら話題の修正をする。

④ペースメーカーを装着している。

・毎日バイタルチェックし異常がないことを確認する

・装着している事を意識して体を動かす事を拒否したりする為、定期的に点検していて異常がないことや激しい運動でなければ行なって良いことを説明し不安の解消に努める。

・日赤ＨＰにて定期的に点検があるため、付き添って不安の解消に努める。
＜評価＞

　自室の整理ができず、物を捨てられない傾向にある。職員介入のもとで、要るもの・要らないものを分けていく必要がある為、今週中にも職員が本人と一緒に自室の掃除を行う。妄想発言・被害的発言については、年齢的な要因も考えられ、今後も他者とのトラブルにならないように職員の介入が必要である。
